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論文内容要旨
認知スタイルとは、認知処理の個人差であり、情報処理(知覚、組織化、分析)を行う際に無
意識に好んで行う方法と定義されており、学習の効率、理解、成績などに大きく影響を与えるた
めに、心理学や教育学の分野でこれまで数多く議論されてきた。一般に、学習者によって図や表
を通して学習することを好む者と、言語を通して学習することを好む者がし、ることは、よく知ら
れていることから、視覚的認知スタイルと言語的認知スタイルが注目されている。しかし、小児
を対象とし、認知スタイルの個人差に関する神経基盤を調べた研究は、知る限りない。また、認
知スタイルと脳活動の相関の男女差についても、明らかになっていなし、。そこで、本研究は、機
能的磁気共鳴画像法(fMRI)の手法を用いて、健常小児の視覚的認知スタイルと言語的認知ス
タイルの神経基盤を明らかにすることを目的とした。そのために、 6 歳から 1 8 歳の右利き健常
小児に、視覚的認知課題を行わせ、その際の脳活動と各人の認知スタイルとの相関を調べた。さ
らに、その相関に関する男女差の有無についても検討した。
本研究では、成人対象の認知スタイルに関する先行研究に基づ、き、視覚遅延見本合わせ課題を
用いた。また、視覚的認知スタイルと言語的認知スタイルの指標として、それぞれ、ウェクスラ
一式知能検査の下位項目にある、知覚統合指数 (perceptualorganization index; POI)と言語理
解指数 (verbal comprehension index; VCI)を用いた。まず、安静時に対する課題遂行時の脳
活動を求めるため、 1 標本 t 検定を行った。次に、認知スタイルと脳活動の相関を求めるため、
課題遂行時の脳活動を従属変数、 POI、 VCI、正答率を独立変数として、重回帰分析を行った。
解析は、全被験者に対して行った後に、男子群、女子群に分けて行った。最後に、全群で見られ
た脳活動と認知スタイルの関連性に男女差があるかを調べるために、脳活動と認知スタイルの線
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形回帰直線の傾きの検定を行った。
結果として、視覚的認知スタイルの指標で、ある POI と、視覚遅延見本合わせ課題遂行中の脳
活動の聞に、統計的に有意な正の相闘が、右側頭頭頂接合部において見られた。 VCI と統計的に
有意な相関を呈する領域は見られなかった。男子群と女子群に分けた解析では、男子群において、
右側頭頭頂接合部の脳活動と POI の問に、統計的に有意な正の相関が見られた。 VCI と脳活動
に統計的な有意な相関を呈する領域は見られなかった。女子群では、 POI、 VCI ともに、脳活動
と統計的に有意な相関を呈する領域は見られなかった。視覚遅延見本合わせ課題中の脳活動と
POI の聞に、統計的に有意な正の相関を呈した、右側頭頭頂接合部における、 POI に対する課題
中の脳活動の関係を示す線形回帰直線の傾きは、女子群に比べ男子群において統計的に有意に大
きかった。
本研究は、小児の視覚的認知スタイルの神経基盤として、視覚的認知スタイルと視覚的認知処
理中の脳活動との聞に正相関を呈する領域が右側頭頭頂接合部にあること、そしてその関係は男
子で顕著であることを、世界で初めて明らかにした。本研究の結果は、視覚的認知スタイルが顕
著な小児ほど、視覚遅延見本合わせ課題を行うときに、より空間的注意の転換などのストラテジ
ーを用いている可能性を示唆している。また、認知スタイルによって情報処理に用いるストラテ
ジーには男女差がある可能性を示唆している。本研究は、学童期の小児の認知的な個人差が、学
童期の小児の認知的な個人差が、どのような神経基盤によって生じるものなのかを明らかにし、、
教育学や心理学における認知研究、学校教育の現場での指導理論へ、認知の個人差の神経科学的
根拠を提示することができる可能性を示唆した。
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本研究は、機能的磁気共鳴画像法(品ifRI)の手法を用いて、健常小児の視覚的認知スタイルと言語的認知ス
タイルの神経基盤を明らかにすることが目的である。成人対象の認知スタイルに関する先行研究に基づき、視
覚遅延見本合わせ課題を用いた。また、視覚的認知スタイノレと言語的認知スタイルの指標として、それぞれ、
ウェクスラー式知能検査の下位項目にある、知覚統合指数 (perceptual organization index; POI)と言語理
解指数 (verbal comprehension index; VCI)を用いた。まず、安静時に対する課題遂行時の脳活動を求める
ため、 1 標本 t 検定を行った。次に、認知スタイルと脳活動の相関を求めるため、課題遂行時の脳活動を従属
変数、 POI， VCI、正答率を独立変数として、重回帰分析を行った。解析は、全被験者に対して行った後に、
男子群、女子群に分けて行った。最後に、全群で見られた脳活動と認知スタイノレの関連性に男女差があるかを
調べるために、脳活動と認知スタイノレの線形回帰直線の傾きの検定を行った。結果として、視覚的認知スタイ
ルの指標である POI と、視覚遅延見本合わせ課題遂行中の脳活動の間に、統計的に有意な正の相関が、右側
頭頭頂接合部において見られた。 VCI と統計的に有意な相関を呈する領域は見られなかった。男子群と女子
群に分けた解析では、男子群において、右側頭頭頂接合部の脳活動と POI の間に、統計的に有意な正の相関
が見られた。 VCI と脳活動に統計的な有意な相関を呈する領域は見られなかった。女子群では、 POI、 VCI
ともに、脳活動と統計的に有意な相関を呈する領域は見られなかった。視覚遅延見本合わせ課題中の脳活動と
POI の聞に、統計的に有意な正の相闘を呈した、右側頭頭頂接合部における、 POI に対する課題中の脳活動
の関係、を示す線形回帰直線の傾きは、女子群に比べ男子群において統計的に有意に大きかった。
本研究は、小児の視覚的認知スタイノレの神経基盤として、視覚的認知スタイルと視覚的認知処理中の脳活動
との聞に正相関を呈する領域が右側頭頭頂接合部にあること、そしてその関係は男子で顕著であることを明ら
かにした。本研究は、学童期の小児の認知的な個人差が、学童期の小児の認知的な個人差が、どのような神経
基盤によって生じるものなのかを明らかにし、教育学や心理学における認知研究、学校教育の現場での指導理
論に対し、認知の個人差の神経科学的根拠を提示することができる可能性を示唆したものであり、これらは本
学及び医学研究領域の発展に大いに貢献するものであり学位取得に足る業績であると判断した。
よって，本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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